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   Ｃ０７Ｃ  51/44     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   51/44     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   57/07     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月2日(2019.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロパン、プロピレン又はアクロレインを原料とする気相接触酸化反応により得られた
アクリル酸をスチームエジェクタにより減圧蒸留する工程を含むアクリル酸の製造方法で
あって、
　該減圧蒸留工程が、該スチームエジェクタの吸引口の外面、真空部の外面、及びディフ
ューザーの外面を加熱する工程を含む、アクリル酸の製造方法。
【請求項２】
　前記スチームエジェクタの前記各外面をスチームトレースを用いて加熱する、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記スチームエジェクタの前記各外面を電熱ヒーターを用いて加熱する、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記スチームエジェクタの前記各外面を５０℃以上に加熱する、請求項１～３のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記スチームエジェクタが多段である、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記スチームエジェクタの下流に液封式の真空ポンプが配置される、請求項１～５のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　スチームエジェクタを用いた易重合性化合物の減圧蒸留の方法であって、該スチームエ
ジェクタの吸引口の外面、真空部の外面、及びディフューザーの外面を加熱する工程を含
む、方法。
【請求項８】
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　前記易重合性化合物がアクリル酸又はアクリル酸エステルである、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
　前記易重合性化合物が、プロパン、プロピレン又はアクロレインを原料とする気相接触
酸化反応により得られたアクリル酸である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記スチームエジェクタの前記各外面をスチームトレースを用いて加熱する、請求項７
～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記スチームエジェクタの前記各外面を電熱ヒーターを用いて加熱する、請求項７～９
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記スチームエジェクタの前記各外面を５０℃以上に加熱する、請求項７～１１のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スチームエジェクタが多段である、請求項７～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記スチームエジェクタの下流に液封式の真空ポンプが配置される、請求項７～１３の
いずれか１項に記載の方法。
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